
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■□■ショートコメント■□■ 

◆公式ホームページによると、本作のイントロダクションは次の通りだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポルト 

2016年・ポルトガル、フランス、アメリカ、ポーランド映画 

配給／コピアポア・フィルム・76分 

2017（平成29）年10月7日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★ 
監督・ゲイブ・クリンガー 

出演：アントン・イェルチン／ルシ

ー・ルーカス／フランソワー

ズ・ルブラン／パウロ・カラ

トレ／レオノール・ブルナー

／レオノール・コルデス 
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◆公式ホームページによると、本作のストーリーは次の通りだ。 

ジェイク（アントン・イェルチン）は、ポルトガル北部の港湾都市ポルトで暮らす26 歳の

アメリカ人。父が外交官のため幼い頃からリスボンに住んでいたが、家族と折り合いが悪

く、今はこの地で臨時雇いの仕事を転々としている。友人もなく、心を通わせるのは愛犬

のみ。 

 

マティ（ルシー・ルーカス）は、考古学を学ぶ32 歳のフランス人留学生。ソルボンヌの大

学で知り合ったポルトガル人の教授に求婚され、彼とポルトへ来たものの、彼女にとって

一番大切なのは自由であること。 

 

そんなふたりが夜のカフェで出会った。仕事先の発掘現場でマティを見かけたジェイクは、

ひとり店にいた彼女に思い切って話しかける。「私とよそへ行かない？」そう誘ったのはマ

ティだった。引っ越しの手伝いを頼まれ、ヘトヘトになりながらドウロ河沿いのマティの

新居に荷物を運び込むジェイク。まだ家具もベッドもない部屋で、ふたりは一夜の関係を

結ぶ。 

 

翌朝。まどろむジェイクを残してマティは先に家を出た。昼過ぎに起きたジェイクが荷物

を何気なく広げていると、マティが恋人のジョアン（パウロ・カラトレ）と一緒に帰って

くる。ジョアンがつとめて穏やかに振舞おうとするほど、気まずさと虚しさに満ちていく

ジェイク。その後もあの夜を忘れられないジェイクはマティにしつこくつきまとうが、彼

女には今の生活を壊すつもりはない。そのあまりの執拗さに悩んだマティによって留置所

に入れられたジェイクは、絶望に打ちひしがれる。 

 

数年後。ジェイクは、ポルトで相変わらずその日暮らしの生活を送っている。マティはジ

ョアンとの間に娘をもうけるが、夫との関係はすでに壊れ、ポルトで子育てに追われてい

た。思い出したようにパリにひとり残した母親（フランソワーズ・ルブラン）を訪ねるも

のの、酒に依存し、事あるごとにパリに戻るよう迫る母と接するのは気が重い。「私はポル

トで幸せなの」。そう自分に言い聞かせるように告げるマティに母は応える。「そうは見え

ないわ」。 全く別の人生を歩むジェイクとマティだったが、ふたりの記憶は必ずあの夜へ

辿りつく。お互いのことは何も知らず、何も求めず、何の躊躇なく、ただ「愛してる」と

言えた、あの奇跡のような夜に……。 

 

◆ポルトガル第２の都市であるポルトを旅したことのある人なら本作は絶好だろうが、そ

うでない人にはポルトの街を一方の主人公にしたような本作は馴染みにくい。また、本作

後半からはアメリカ人の青年ジェイク（アントン・イィルチン）と、フランス人留学生の

マティ（ルシー・ルーカス）との濃厚なベッドシーンもそれなりに楽しめるが、これも日

本人にはイマイチ・・・。したがって、全体としてわかったような、わからないような・・・。 

２０１７（平成２９）年１０月１３日記 


